
















 

1.はじめに 

 小児伴性無γグロブリン血症(Bruton,1952)が発見されて 2年後,伴性劣性の遺伝関係が

証明されず,かつ原因となる疾患が認められない 39 才女性の無γグロブリン血症が

Sanford ら(1954)によって報告きれた。これがcommom variable immunodeficiency(CVID)

に関する最初の報告である。わが国においては松岡らの報告が最初で,以後症例が累積され

てきた。本症は病像の多様性,悪性腫瘍や自己免疫疾患の合併などの注目すべき問題点をも

つ。このような事情から,厚生省特定疾患"免疫不全症候群"調査研究班(昭和 49 年～54 年

班長小林登,昭和55年～57年班長矢田純一)の研究計画の一つとして,わが国における成人

の CVID の調査を行い,その病像の解析を試みることになった。本論文はわが国における成

人の CVID に関する最初の総括である。 


